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総
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だい

 「イザヤ―わが民
たみ

を慰
なぐさ
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第
だい

1 3
じゅうさん

課
か

  惑星
わくせい

地球
ちきゅう

の再生
さいせい

 

平本
ひらもと

 光
あきら

 

 

１
いち

．安息日
あんそくにち

午後
ご ご

：今週
こんしゅう

のテーマ 

私
わたし

たちは将来
しょうらい

（未来
みらい

に起
お

こること）のことをはっきりと分
わ

かるわけではありません。天文学
てんもんがく

（星
ほし

の動
うご

きや星
ほし

の大
おお

きさ、宇宙
うちゅう

についての学
まな

び）の本
ほん

を読
よ

んだ1 2
じゅうに

歳
さい

の男
おとこ

の子
こ

ビリー君
くん

は、生
い

きている間
あいだ

には起
お

こらないけれ

ども、地球
ちきゅう

がなくなってしまうという考
かんが

えを知
し

って、「これから先
さき

の将来
しょうらい

に何
なに

をしても意味
い み

がない。だって何
なに

も

かも無
な

くなってしまうのだから」、と考
かんが

えました。地球
ちきゅう

がなくなってしまうかもしれないという天文学
てんもんがく

の教
おし

えは、

遠
とお

い未来
みらい

の話
はなし

なのではっきりと分
わ

からないところがあります。しかし、分
わ

からないから何
なに

もかも捨
す

ててしまうこと

や信
しん

じることをやめるのではなく、将来
しょうらい

に向
む

けて私
わたし

たちにできる準備
じゅんび

を続
つづ

けていくことが大切
たいせつ

です。イザヤは

誰
だれ

も分
わ

からない良
よ

い将来
しょうらい

に向
む

けて、神
かみ

が救
すく

われる計画
けいかく

に興味
きょうみ

をもって考
かんが

えられるようにイザヤ書
しょ

にまとめます。

神
かみ

は信仰
しんこう

を持
も

つ共同体
きょうどうたい

（人々
ひとびと

）を清
きよ

くされ、罪
つみ

のない状態
じょうたい

に回復
かいふく

されるだけでなく、清
きよ

め回復
かいふく

する範囲
はんい

を全
すべ

ての国々
くにぐに

に広
ひろ

げられます。最終的
さいしゅうてき

に、神
かみ

を信
しん

じる信仰
しんこう

を持
も

つ共同体
きょうどうたい

をエデンの園
その

で神様
かみさま

が人
ひと

を創造
そうぞう

された

状態
じょうたい

にまで戻
もど

す範囲
はんい

は、惑星
わくせい

（太陽
たいよう

の周
まわ

りをまわる星
ほし

）地球
ちきゅう

全体
ぜんたい

へと広
ひろ

がり、神
かみ

の御臨在
ごりんざい

がその民
たみ

にとっての

究 極
きゅうきょく

（最高
さいこう

）の慰
なぐさ

めとなることを学
まな

びます。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

 

神
かみ

はイザヤを通
とお

して予告
よこく

しておられるのは、 6 5
ろくじゅうご

章
しょう

で「新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

」を再創造
さいそうぞう

され、神
かみ

の目
め

か

ら見
み

てはなはだよかった状態
じょうたい

に回復
かいふく

されるということです。イザヤ書
しょ

6 5
ろくじゅうご

：2 5
にじゅうご

「おおかみと小羊
こひつじ

とは共
とも

に

食
く

らい、ししは牛
うし

のようにわらを食
く

らい、へびはちりを食物
しょくもつ

とする。彼
かれ

らはわが聖
せい

なる山
やま

のどこでもそこなうこ

となく、やぶることはない」状態
じょうたい

にされるのです。神
かみ

は新
あたら

しい創造
そうぞう

を約束
やくそく

しておられます。イザヤの時代
じだい

にはこ

の預言
よげん

は※１成就
じょうじゅ

しませんでした。しかし、イエス・キリストの再臨
さいりん

の後
のち

に大
おお

きな※１成就
じょうじゅ

を見
み

ることになるのです。

そのとき、神
かみ

は地球
ちきゅう

を再創造
さいそうぞう

して人
ひと

もすべての生
い

き物
もの

も傷
きず

つけあうことなく永遠
えいえん

に平和
へいわ

な世界
せかい

で死
し

ぬことなく生
い

きることができるのです。 

※１成就
じょうじゅ

：預言
よげん

の通
とお

りになること 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：神
かみ

の「磁力
じりょく

」 

神
かみ

はここで、イザヤ書
しょ

を通
とお

して今
いま

までも一貫
いっかん

（意見
いけん

を変
か

えることなく続
つづ

ける）して繰
く

り返
かえ

しています。 



① 偶像礼拝
ぐうぞうれいはい

や自己中心
じこちゅうしん

の生
い

き方
かた

をやめて、聖書
せいしょ

の神
かみ

を愛
あい

して罪
つみ

から離
はな

れるようにとの訴
うった

え 

② 罪
つみ

の結果
けっか

として神
かみ

の守
まも

りから離
はな

れたときにどれほど危険
きけん

があるのか、その結果
けっか

として滅
ほろ

ぼされることを警告
けいこく

 

③「悔
く

い改
あらた

め」です。悔
く

い改
あらた

めるものに神
かみ

は回復
かいふく

を与
あた

えます。神
かみ

によって守
まも

られ、必要
ひつよう

を満
み

たしてもらえま

す。 

しかし、神
かみ

から離
はな

れるものを神
かみ

は滅
ほろ

ぼされます。多
おお

くの人
ひと

は死刑
しけい

と聞
き

くと「そこまでしなくとも良
よ

いのでは？」

と思
おも

います。だから、神
かみ

から離
はな

れるものに滅
ほろ

び（命
いのち

が絶
た

たれる）があるのは※２受
う

け入
い

れにくいものです。滅
ほろ

び以外
いがい

に神
かみ

が助
たす

ける方法
ほうほう

がないとき、滅
ほろ

ぼすという選択
せんたく

を神
かみ

はされるのです。神
かみ

は慈悲
じ ひ

深
ぶか

いお方
かた

であり、誰
だれ

も滅
ほろ

びるこ

とを望
のぞ

んではおられませんが、この方法
ほうほう

しかないというときに死
し

を与
あた

えるのです。神
かみ

は、神
かみ

と神
かみ

に従
したが

うものに敵対
てきたい

するもの（サタンとその仲間
なかま

）を滅
ほろ

ぼした後
あと

で、磁石
じしゃく

が鉄
てつ

を吸引
きゅういん

してくっつけるように、神
かみ

に従
したが

うものを呼
よ

び集
あつ

め、その呼
よ

び集
あつ

めた神
かみ

の民
たみ

に喜
よろこ

びと平和
へいわ

を与
あた

え、その住
す

むところを回復
かいふく

されることを教
おし

えています。 

※２受
う

け入
い

れにくい：理解
りかい

できない 

 

４
よん

．火曜日
か よ う び

：宣教師
せんきょうし

と礼拝指導者
れいはいしどうしゃ

 

ユダヤ人
じん

のみが神
かみ

の使命者
しめいしゃ

（神
かみ

から使命
しめい

を受
う

けた者
もの

）となるのではなく、異邦人
いほうじん

からもこの役割
やくわり

を担
にな

うものが現
あらわ

れる予定
よてい

が示
しめ

される話
はなし

です。 

宗教指導者
しゅうきょうしどうしゃ

の大
おお

きな変革
へんかく

が預言
よげん

されています。神
かみ

は特別
とくべつ

な目的
もくてき

、イスラエルの人達
ひとたち

の信仰
しんこう

を通
とお

して所属
しょぞく

や

文化
ぶんか

を越
こ

えて神
かみ

の民
たみ

となるように導
みちび

く働
はたら

きを1 2
じゅうに

部族
ぶぞく

のレビ族
ぞく

に任
まか

せていました。そして、その中
なか

でも聖所
せいじょ

で

の働
はたら

きのために神
かみ

の祭司
さいし

としてアロンとその子孫
しそん

を選
えら

ばれました。しかし、神
かみ

はイスラエル人
じん

ではない人
ひと

たちにこ

れらの役割
やくわり

を任
まか

されることを告知
こくち

されました。異邦人
いほうじん

（外国人
がいこくじん

）が神
かみ

の働
はたら

きをするものとなり、レビ族
ぞく

やその中
なか

のアロンの祭司制度
さいしせいど

が終
お

わることを教
おし

えています。またこの異邦人
いほうじん

によってイスラエルの民
たみ

がイエス・キリストに導
みちび

かれていくのです。その※３先駆
さきが

けとしてイエス・キリストが私
わたし

たちの大祭司
だいさいし

として働
はたら

いてくださり、新
あたら

しい祭司
さいし

制度
せいど

すべての人
ひと

がイエス・キリストに従
したが

うものとして、イエス・キリストを知
し

らない人
ひと

に聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

や祈
いの

り方
かた

など

を伝
つた

える宣教師
せんきょうし

、礼拝指導者
れいはいしどうしゃ

になれることを説明
せつめい

しています。 

※３先駆
さきが

け：１番
いちばん

初
はじ

めに 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：信仰
しんこう

の共同体
きょうどうたい

 

異邦人
いほうじん

が神
かみ

の働
はたら

きをするものとなり、レビ族
ぞく

やその中
なか

のアロンの祭司制度
さいしせいど

が終
お

わるというイザヤの預言
よげん

が   

※１成就
じょうじゅ

したのは使徒行伝
しとぎょうでん

に記録
きろく

されている使徒
し と

たちの働
はたら

きです。しかし変更
へんこう

がある一方
いっぽう

で神
かみ

が選
えら

ばれたイスラ

エルの民
たみ

は、永遠
えいえん

に※４とどまります。※５その価値
か ち

が下
さ

がるわけではないということを確認
かくにん

しています。新
あたら

しく役割
やくわり

を担
にな

う人
ひと

が与
あた

えられたらお払
ばら

い箱
ばこ

で、全
まった

く価値
か ち

のない存在
そんざい

になるわけではないのです。遅
おそ

く雇
やと

われた労働者
ろうどうしゃ

が

早
はや

く雇
やと

われた労働者
ろうどうしゃ

を自分
じぶん

よりも劣
おと

っていると見
み

るべきではないよう（マタイ2 0
にじゅう

：１
いち

- 1 6
じゅうろく

）に、先
さき

に神
かみ

を知
し

って働
はたら

く人
ひと

が後
あと

からその信仰
しんこう

に入
はい

る人
ひと

を劣
おと

っていると見
み

て良
よ

いわけではありません。互
たが

いに励
はげ

まし合
あ

うことが

必要
ひつよう

です。※６優越感
ゆうえつかん

を持
も

つことも、自分
じぶん

自身
じしん

を※７無価値
む か ち

な存在
そんざい

と考
かんが

えることもしないように教
おし

えています。 



※１成就
じょうじゅ

：預言
よげん

の通
とお

りになること 

※４とどまります：そこにいます 

※５その価値
か ち

が下
さ

がる：必要
ひつよう

とされなくなる 

※６優越感
ゆうえつかん

：他
ほか

の人
ひと

より自分
じぶん

の方
ほう

が上
うえ

だと思
おも

うこと 

※７無価値
む か ち

な：必要
ひつよう

とされていない 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：あなたたちの子孫
しそん

とあなたたちの名
な

が永
なが

く続
つづ

く 

イザヤ書
しょ

6 6
ろくじゅうろく

： 2 2
にじゅうに

- 2 4
にじゅうよん

で新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

で、私
わたし

たちの子孫
しそん

と私
わたし

たちの名
な

が永遠
えいえん

に続
つづ

くこ

とが約束
やくそく

されています。神
かみ

が私
わたし

たちの世界
せかい

を最初
さいしょ

に創造
そうぞう

したときのように罪
つみ

も死
し

も苦
くる

しみもない世界
せかい

に    

※８再創造
さいそうぞう

されるとき、安息日
あんそくにち

の役割
やくわり

が終
お

わるのではなく、聖
せい

なる日
ひ

として継続
けいぞく

して（続
つづ

けて）、私
わたし

たちは神
かみ

によ

って創造
そうぞう

され、イエス・キリストの十字架
じゅうじか

によって罪
つみ

をゆるされていることを確認
かくにん

して礼拝
れいはい

するために必要
ひつよう

です。

新月
しんげつ

については黙示録
もくしろく

2 2
にじゅうに

章
しょう

で新
あたら

しい地球
ちきゅう

でも新
あたら

しいエルサレムにおける命
いのち

の木
き

が毎月
まいつき

、異
こと

なった種類
しゅるい

の実
み

を結
むす

び、一
いっ

か月
げつ

ごとに神様
かみさま

への讃美
さんび

と感謝
かんしゃ

の礼拝
れいはい

が行
おこな

われるためにも重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を持
も

っています。神
かみ

が

イザヤを通
とお

して語
かた

られたことを聞
き

いていた当時
とうじ

の人々
ひとびと

は永遠
えいえん

の命
いのち

を得
え

て新
あたら

しい存在
そんざい

となって歩
あゆ

める希望
きぼう

を持
も

っていました。この希望
きぼう

から離
はな

れて永遠
えいえん

の命
いのち

を捨
す

てるのではなく、いつでも神
かみ

の側
がわ

に居
い

ることを選
えら

びましょう。そ

のためにも偽善
ぎぜん

（形式的
けいしきてき

で心
こころ

のない）の礼拝
れいはい

するのではなく、心
こころ

から神様
かみさま

を讃美
さんび

し礼拝
れいはい

していきましょう。 

※８再創造
さいそうぞう

される：もう一度
いちど

創
つく

られる 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

現在
げんざい

を生
い

きる私
わたし

たちは、このイエス・キリストの再臨
さいりん

や再創造
さいそうぞう

が近
ちか

くに来
き

ているかのように、世
よ

の終
お

わりを感
かん

じる出来事
で き ご と

の中
なか

にいます。神
かみ

が守
まも

ろうとされる一方
いっぽう

で、神
かみ

から離
はな

れさせようと、サタンは私
わたし

たちの心
こころ

の戸口
とぐち

に

入
はい

って待
ま

ち伏
ぶ

せていて、私
わたし

たちの心
こころ

の中
なか

に押
お

し入
い

るか潜
もぐ

り込
こ

もうといつも狙
ねら

っています。しかし、イエス・キリ

ストは私
わたし

たちの心
こころ

の戸口
とぐち

に立
た

って私
わたし

たちが心
こころ

の扉
とびら

を開
あ

けるのを待
ま

っておられます。私
わたし

たちの自由
じゆう

な選
えら

びを

大切
たいせつ

にして下
くだ

さいます。好
す

き勝手
かって

に自由
じゆう

に生
い

きる選
えら

びではなく、イエス・キリストによる自由
じゆう

を選
えら

んでいきましょ

う。神
かみ

は私
わたし

たちに※８再創造
さいそうぞう

された世界
せかい

を与
あた

えてくださり、神
かみ

の賜物
たまもの

で満
み

たそうとして下
くだ

さいます。無理
む り

に神
かみ

は与
あた

えられません。イエス・キリストは戸
と

の前
まえ

で待
ま

たれます。選
えら

ぶのは私
わたし

たちなのです。良
よ

い方
ほう

を選
えら

びましょう。 

※８再創造
さいそうぞう

される：もう一度
いちど

創
つく

られた 

 

質問
しつもん

：神
かみ

を選
えら

んできてよかったと実感
じっかん

する経験
けいけん

があるでしょうか。またどのような時
とき

に神様
かみさま

から離
はな

れそうになる

でしょうか。苦
くる

しいときに助
たす

けとなってくれる神
かみ

の家族
かぞく

からはどのような助
たす

けを得
え

ていますか。話
はな

し合
あ

ってみてく

ださい。 


